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Participation with “a sense of incongruity” in sandplay therapy 
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29Participation with “a sense of incongruity” in sandplay therapy
つける側面がある。河合（2002）は、箱庭制作につ
いて「最初は自分が考え、意図したように作ってい
るのであるけれど、そのうちに自分の意図や意志を
超えて、どうしても何かを置かざるを得なくなった
り、あるいは作ろうと思っていたことができなくな
る」と述べている。制作者は、〈私〉にとって違和
的なものとの出会いをドキドキしながら迎え入れた
り、あるいはやむを得ず引き受けることになったり
と、さまざまに「違和感」と関わり、内界のイメー
ジは変容していく。このようにして「違和感」自体
もまた変化していくことが考えられる。
　「違和感」とは、制作者が内界と環界を行き来す
る過程で体験する、両者が食い違っているという感
覚である。「違和感」の主体である〈私〉は環界と
内界の間に身体をもって存在している。制作者は、
「違和感」を〈私〉の身体感覚として体験し、それ
を手がかりに内界と環界をつなぎあわせる作業に取
り組んでいるのではないだろうか。
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